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　薄森霧、懸蔑石毒瘡　フその縢わ大鰐にいた撫1謙誇i烈唆樵1山

地　 調畿した、、その麟二1果毎この地区のll熱して欝癖新統と

されて1いゐ諸不／、の分布と構進観㍗唱．）いで葬従1来の文献≧・

1　磁魁異獄つた1．兇解をもつ紅いたバ．）たので，　その機i要　・

1菰述．／〆，ごた、，
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　報賦鉱業株式会歎の依託によ舞，昭撫綴年嚢遡憩1・・i

lう導三》黙Z撰1絹畿葺メ論／）奪　驚葺課墾笹慧蔑不辻懸区、5，）i、1、藻少爵踊鉱駿　）

1就存葺r能範闘をきめll蕎ため毫こ地質鉱床綴　　牽節な・つた結

果肇本地域の声臨質，こりいて撃滋を従来の資料と裁…もなつた

考．愛』方をもつたφで肇こ＆に幸浸皆す婆。

　発喪容簿響された纐蓬i韓業株式．社に感謝す1、

い尊

　すなオ、㌧ゴ翻或の北函方l　t、黒石黛羅脚1瓜懸平欝履を結んで

’弘南舞㎜、鉄を通じ，地l！　〉南醗轍は麟鋏瀞薦本線が走

大鰐・弘前問繍鵡！、騨建鉄を通じ，織た大鰐・平峯、ミ・捧、1

イ閥および平賀塵羅崎務誉賀晦鷹竹問轍は圏丁れぞれバ、熟

溺運窄業し、てい難、壽撫域の北隈雰1、1、纏鷲興書藏湯間紅燃バ、熟の

／鰹があ喬酢

　地域σ．）1劇籔には鉢巻森（誌驚，ぞ凱〉・欝総出（5騒．毒m〉

薄蹄蘇岳（誌騒，《擁弓　癒ど，標ll凄矯○○撒麟後（掴、舞稜が北北

東～織韓灘嚢），や鼠地形急峻て愛藤が，地域の大部

分はi撰方紅ぴら1、1た標轟鍮○～慕○○瓢び） 氏陵／盤山葦也で睾

緩斜瓢講☆ん、ど墾ぬ嚇、丸鷺〆て開墾されており，小型

トラツタ蹴．磁、粋蕎〉職1度の遂賂はよ＜1発澱瓢しているが聾他

際比較的、翻騰駄地形を示す部分を除いて，、柔，懸レ1一．て露

出に乏し，い臼

纂　位置・交通および地灘

　調査捲域は青森蜷、ミ1、、糞甫韓尾陣ヒ町醗一1賀晦お、勲び大鰐

市にまた、弘擦東濁約駆韓｝摯爾北約1疑km　甑陵・雛三i！．1地

で讐北欝1方紅神積平津駁美がひらけて鉾此較叢鷺父逓　鍵鱒、、て
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韓．地質概讃

　；本擁捷典の1臨繁£は1響ぎ窯図犀述よごミ驚簿3麟（こ熟奮すよう続，一罫

部から緑色、’疑裁キ　鈴尾齢衝砂鑓書慕イ互層絹きi，二竹安μ。1矯叢

火砕饗層㌧大館縫麟叢紋岩お、㌃こび同質岩類・鯖石火山次

！l腰鞠フ建撃犀　難火1．i．曽／　、試ど力為らなる，、

　講議　緑懲凝灰岩およぴ欝燃麟

　従選萎畢ま二～中部中新繰・と愛、れ鳳い驚＞淡緑色凝茨葉濠勲！疑

冷ζ角謬饗・変ギ交1蓬、1藩妻お、試び岡質1疑孝疋角礁桑岩・1箏疑瀞綴砂

葦・頁旛などからなる　麟で，本地域の難叢をな｝華

　本繋麟套本地或の鱒拶，大鰐・八幡館・建蜂付近に広

く分布勤為／，．、井警　二1化東』方の婁総湯遜1泰1沢イ寸近：轍も分二麿避寮巴

鴇。また唐舞環1泉付近1締／議崎・重難石鉱鍵．1付近趣雛鷺ξ尺お、数

㌦、ヌ＿響沢中費義轡高！鋒蕾む鷲ll付1遮など載二小1鑓i頚搬鰹｝1　爵嶺砦

本鐸P、！、、敬，よ，糠森付近および雛、井繭力付近紅みら豹る頁岩

灘，羅糞，籍八欝館叫．建訳などに欝森1噸淡緑戴凝荻岩お

よ」び凝双角礫襟麟雲大鰐・長峰｛・1近に分布すゐプ鐸煎ラ

イト質／擬鎗疑瀞ξ角1藻菱拳声茗、穿などにそれぞれ離ll分瀞れ惹が筆

今個／l．では一括して取財及》一た⇔本鷹麟嘱肱曙崎

に難灘｛漣）1網違犬難義鍵／濠があり艮現堪ヒ騰蓬窄テさ謬しでい都魚ま

た麟訳付近では，かつてベソトナイトを採掘したことが

あり，大鰐縣ソ，脇は銅鉱脈が禽μ＞れて　　ξ）。

　欝壌　大館山流紋岩および購鷺岩類

　本岩撃、．、は地域期粥爾方，大餓霞鶏糠森を中心として比

較的広い範翻瓢禽布し，緑色烈麟1および頁岩鱒を貫

く　帯紫荻色ないし暗荻色で満　1、構鷺鎌〆べ，周辺部轍

講奪糸文認射醗1疑双角礫　・聡よび灘緑色1娠レ注〆i麟魚の薫i象聴を

　　1　　　・、溝羅浮灘鐵疑濃ξ憾籍，ぐ¢関係は灘事妾後繕察

　　麟なかつたが，擁糞藩霞碧1舞爵鴛浮牽三1灘数疑ヌ翼蒙1麟に灘縫整脅

に一 曾）麟、、蔦も賦無謬／’鳶“ら勲難．き

　雛．韓　嶽岩1獣職鷺蹴灰爆縢

　爆、蟻の訳の中一1流轡瓢，唐竹南隣更プy筆マ申館の沢撃由沢

1惑駕などに分布』蝋F部は参縫蝕、な逼し帯＝鰍色壷浮石1戴

　茨角礫襟，叩1．二部繧1藤、をもツ福織色ない瓢荻瞬色の砂

質機塚　舞麟轡漆らな《）臼鐸、、i算婁簿および磁鉄麟1を含み，本・

ぎ1鞍塁出ゴ憲域で1，柔そレ、）風イ菰分／響に、よつて道路．ヒに砂剣塗

逆，壕竃1、1罐．．み導、、

　本擬！塘．の1ヒ萄シ　能．昏，擁幻、1の榊i部に1疑荻質砂藩麟襲泥撃季

糖などの郭誕1窒薫毒輿み象、．ヒ髄1鐙砂孝轡沼畷揖叢1と一瀬‘交重繍峯、1

係にある，、本岩／　）ヌ凄尋はほぼ憩○顎荊後と推定され熔

　騒．墨　羅崎砂岩羅嚢繋壽蕉縢

　本岩／ 　瓢広1鉛一稲養1ず平を結ぶ線より．翫プぎ，羅瞬⇔淑お

よび擾耀欝ζ撃撫夢淑・・よびその支流鉾隔野淑・ノく万平

；翫灘齢一ヒ野の沢叫1訳．、1鑓孟ど，配さ菱に載た韓癬麺二瑠隻皿1轟

流から糠燐凄乃，騰竹の群覇方数どに広く分布す恐難

嚇葱～＜蕪勲7）



地鍵調査済舜甥　報

　本躍／ま勘本麹域の砂鉄簿．雛季　’〆ご．鷺，晦の沢付近

1礁粗、乞ないし細粒礎1沙岩魯礫量～1三とし夢赦炭質泥岩蘭

凝茨葦騰乙を夢1　本嬢1ζ薮職部、よしばしば礫岩を1財藍つ

て鷺欝浮蒋質1　　懸／紅纏1いラ　不整　 藁聾　葵、認嘉　れ

る，＝た本賎、の1窪二1～下都1、Ml，鍛ノ諺測．炉1ま介化石“沙管穰奪

み，厚き○。灘～○、らOm◎璽炭騰を鋏健＾　霧　壌1，び紅述

べた噸紅う紅，　本／．　）．豊部お、，二び痒藩葬，こ，よ淳瀞i．脅～2、響

mの砂鉄／、 ，鴫擁む、　記　駄し含砂鉄砂／髭1購欝滋見込躍湊笠置○

／タ）の厚零5．（）漁零超粛観るもの激みご㌧hよい、，

　地域の北方ヲ六万単恥．1二野の沢付近一

藩』凝荻柔砂辱．1、乱、主としう礫戴醤凝，炭質演ぎ暑i鳶、

しばし，、輝鞠、璽鱗積、ウ輔｛　　／沙鉄麟（厚さ○．難～2．5瓢）を

　　　本閣ぴ）下部窪樺1濠聡質凝荻岩層這．交指関イ系紅あ

るもの～ンえられ著参聾本層の上部も巽た， L位の安山
髪欝火籍、矧蜂，説驚捲欄係1、日あ嶺と弩．び旗1耀）、、

　神館（7）沢七流渉／篭欝竹爾東乃挺分布一する本騰鐘，泥岩

窃憂　浄凝参、岩㌔　　ヒ1、う礫欝範　菱萩角礫摩1を挾ミむ⇔南

　1言」かう、、巳従つて泥鶴砦凝駿岩が優勢となり，阿蘇欝餌

与で樽二，欝畷1　）、l　l　lヒ位グ）安鎖．1岩質火欝岩／，韓と1父階i灘

軽　～示す，、砂参 擬らなる部刀窃　道墾、挺砂鉄の流出を

み葛　　 蛋、あぞ）が》砂蔓／診1お、虹び強炭／垂郵認められ獄／＞

つた⇔

　撫藩　麟竹欝歯蟻質火砕爆屡

　本陛一け、叫葦は含鞘星　簿茨角礫岩轡1　岩質凝翼角礫饗憩集

塊罎轡安1」韓熔轡などからなり，　1穐部に』砂ギ磐礫曇曲泥

葦　嚢どをわずか1窃爽む。

　本薩驚層は爵　師数曲ツ糞長鹸’曝導孫薯爽か書南酋右の遜色

／薫おび籔隷ヒ大蕪ll疏紋蕪臓翻，，の分布する

区域を除く，本地域の大部分をli：1めてきわめで広範な分

布を示し，か・轡相変化1　在ζむ。

　すで1脈、＿　　　　に渉本筆相の自1ぐ部は／鑑笥万1付近あゼ

い1，1博磁い総ゴ轡離／・嬉灘では／泣の鷹崎紗イ泥雛／l朝も弾一部気

手轡関係をiヨ鵠が曇随駈に審寿バご自ド集乞（7繕そ浮石、澱、秘夏ま

瀬榔1大館由流奉文ぜ鷲穀／　垂）釜）いはヌ緑色凝荻葦播・丈ご藪媛

層レ蝉二接澤翻脅に覆鷲）慌分蔀計慕鳶

　地域の葉部を隈蒸〉鉢巻森蟹天肇巨榊陣蘇難｝な幅b，標
1蓄

，す300ハ》3敦）瓢以ヒ　、翁。難は嫌とん

り，徽次翼力二蕎度駕童威ず溶）に従つて墨f彫森醤擬咽平欺

、一　塚）れ、恐鱗塊鷹な』・し集塊岩質／疑茨角醗　　・なり撃

湛縫）　1言鷺舞賢毒　澱火粋岩ll欝の分丁郵状態ラとく轍その｝下

　　部雛努　とぎl／墾木を勝むことうあるいは竃鼻暮勢妙撮泥

　　　鉱麟の　｝藪続一部遡莞整禽隣1係がみられ雰また灘炭

　　麟や砂鉄麟を翻／ン｝，となどか

　　麟を鮮，薪統とし夢尾瞬砂子、皿擢む　、～欝より 1二癒麟を洪

　　甕．／葦量蕪♂る菱免方感また懲能である。

（第欝巻　第導琴）

ほ賠影冴癖毒○○鶏まではし　貿し、ば姦山毒熔岩を挾塁箇、，漂ら

　　　　　　、ナと，癒：勧謡広船・付，鞭覆）るい璃遠手1尺ポ六

万平付、臨，一ヌ外　騎1）、鰻う叛奮浮イ、　鮮角麟揖愚凝茨陣岩・

凝荻角1尉ン彊、）毒　煮鵜を溝勇。／竹付近で掠本岩鷹1）

下部紅しばしほ趨、木月襲ゴ奮むこ駆がある．本岩溺の露出

地域には，とき紅、、路上に砂鉄の流lllをみ鷺）ことがあ葛

が，本望騨中　　砂鉄／銭，嬬忍められ鉱閣、・，、

　謬轟　鯖讃火山灰薦

　率騰t畿域蹴購ヲ響部鋳薬師　＞　鯖石轡長1書付至1、瓢か

けで雰．総綾韓三1．Li地び縁辺部、こ沿いシ鰐騒．、1欝（）m以下の・、蕎

状分布慈l／　茨色無／醐翼、の火lii茨／享／で夢比較酌少量毛ノ、）

火由礫を奮む，麓，／、よ菊凱離後と推定趨／

　謹曙　驚罵1掌讃質旅織灰騰

　1本層幕地域の北顕！締i導，1畢、野趣薮妻．鐙紙驚萄羅崎藩町

騰曲新館などのチiき蕎紅含んで賢．臨陵性山地の総モ辺都の標

蕩3（）～ε獅癖嚇療、二分布よる，冷＼鋼色1孝綴の火由茨騰

で箏乳i・纏はと藩に／謂畢、爆　糞す　もがあぞ、

　馨毒坤横繕
　砂愚礫融粘庶などからな1、簿、．、、、t3地域の北灘部に広

く分布1艸、て翻、1撒中積盆地の・・島部癒形滅浮｝るほシ・う癒竹沢

その伽∫塔河！ii／＿沿つて分布！，ほとんど水i礁㌧て舟耕

作さ治’てい難。

毒　購代区分および従来鐙調査との関係

　本地賊を構成華　各地／、，鴛）時代区分紀ぜ．〉いて1為かな

鎧ずしも詳らかでないがう従来の、澗童資料によれ、雄葬緑

　　　山、び鐵滑層は篤三糸己111新績■麟彗1月義いし新期

ごい導之ら勲ノている、大館1、1、i流紋影　美びi司質繋1薦ま婁楽、桑

色薫灰岩お．虹び妻難麟を貫いで噴出し，由キ浮塚質鐵ξ

顎／重　　襲禽に覆われる～榊推懇黛されるので努その噴出時

輿、燭鳶新欝1新期7慧＝いし末婆轡であろう．輿岩浮墜質凝荻岩

驚　据、．曜秒1霜1離質火砕二iぎ1層にいた読〉地弄、、捻，第蕉紀鮮

新歎溢灘／ ると疹、｝られる）鯖石火山双／直婁と唐竹安山蝦

質火砕岩／、鐙）関孫監，なお嗣時異相ではないかとの疑

いを残．ているが，今繍はその分布から…応繭蘇は一1整

合関1系1篭あ蓄疏推定して，鯖葎．1火1．編卿、，13よび町屠浮石

質火1．1．瑳却の堆杢嚢δ翼韓を鎌耀墾！紀津率喜オ雛とした海1〉雛

　従蕪　調．査、、こよる本麹域の寿序隷鐸事i嚢、拾よび第雲嚢

のとおりであ獲｝、，第ま蓑分浜1蓋．i統，紐表の浮石質凝次

櫛　1よび1灘ii岩熔繕が，1父／堵らの欝竹憩、廼岩質火

砕岩！，1顧翼恥，鎌搬喪咽代統を簗趣、、は羅舞雛少岩混

；岩唖コ轄と1擁摩馨塚窮蓑毒芝獲義冷《塊／　、に1分けている弟また鎌ぎ慧

騰　）£へぜの蕪構輩毒1麟二）の尾離｝砂嚢泥髪蝿鳶濡／賢、1取〉　響1

て絵もる，また第2灘を⇔わ二袷職iこび（〕の一覇勤ま餐濃15）の爵1

葦需葺＝1質凝茨輯麟／ξ：相当する婚

（鴻一（鷺暮）



青森県黒石地区の地質について　（服蔀富雄・丸山修司）

　　　　　　第1表

地質時代

第

四

紀

新

第

起

沖積世

洪積世

鮮新世『

中
．

新

世

地層名（厚さ）．

、沖　積　層

洪積層

浜　田

田

代

統

低

上

位

位

蒲の沢統

田

の

沢

統

　　唐竹浮石層統　　　（100m）

浅瀬石粗砂岩層
　　　　（500m）

相沢火山礫質砂岩層
　　　　（400m）

主余魚沢珪藻土質泥岩層

　　　　（500m）

水ケ沢頁岩層　　　　　（？）

三ツ目内淡緑色凝灰岩層
　　　　（1，500m）

大鰐角礫凝灰岩層
　　　　（500m）

遠部沢緑色凝灰岩層
　　　　（1，500m）

二庄内暗緑色凝灰岩層
　　　　（700m？）

火，成活動・その他

　■

八甲田火山

十和田火山

　　噴出物

∫石英安山岩
安山岩

強武岩・

安山岩

亜炭

∫玲岩
変朽安山岩

　ロ
工

流紋岩、

輝緑岩

調査地域
内の分布

北大・理・青森界地下資源調査団（青森県下地域別調査報告書，1924）

　　　　　第2表

○

O

○

記号

O

×

O

○

○

○

×

×

地質時代

第　沖積世
四　’

紀　洪積世

新

第

紀

鮮

新

世

中新世

地 層

沖積層

・・洪積層・安山岩熔岩

浮石質凝灰岩層

砂岩・礫岩累層

凝灰質粗粒砂岩層
？’

砂岩・白色凝灰質頁岩．・
浮石質凝灰岩累層

？

淡緑色浮石質凝灰岩層

白色砂質凝灰岩層

淡緑色凝灰岩層

・h

9

d

C

b
a

　鈴木・斉肇1高索・三上（未利用鉄資源，第3輯㌧1957）

本地域に分布する各地層の時代区分については，Fなお

今後の調査研究にまつとごろがきわめて大きい。

　　　　　　　　　　　　　　63一（529）

　　　　　’5．地質構造

　本地域の最下位層である緑色凝灰岩および頁岩層は，

“
南 西部の八幡館・大鰐付近ではほ黛走向N70QE，傾斜

20～30QNWの単斜構造を示すもののようであるが，北

東部の白沢付近ではN20。E，60。Wと変化し，全体と・

して北西方1と沈む向斜構造をなすと考えられる。

　その上にのる各層中，走向・傾斜の測定できるのは，

白岩浮石質凝灰岩層の上部と尾崎砂岩泥岩互層だけであ

る。

　尾崎砂宕泥岩互層の分布は唐竹南部と，広船。稲荷平

以北とに分けられる。唐竹南部では本層の層理は走向

N85。W～N60QEで，Nに8』～250，一般には10。前後

の緩い傾斜をもつた単斜構造を示すが，広船・稲荷平以

北では，走向N30。W～N300E，8～40。一般には10～

20QEまたはWの緩傾斜をもつて，ほ黛NW－SE方
向の軸に沿つて緩い摺曲構造を示す。

　　　　　　　　　（昭和35年9月調査）
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2）

　　　　　　　　　文　献

轡森県1青森県の地質夢欝輸
斉藤褻雄贈鋸野童1幾、三郎軸懸井敬1

　　　　　　第！輯，墓）、捻む～茎慧，

　調二盗轡月　報　　（纂i3

　　　　　　　　　　　　　慕）

　　　　　　　　　　　　　違）

未利粥鉄資源，

欝騒

巻　　嬉　6‘号）　・

鈴木1孔三三

　　　　　　　未利絹鉄資源，第羅輯，

　奎）、77～8舞　ig導7

・斉藤洋彦・蕩察儲幸・罪上文雄雲未利

絹鉄資臨第S輯，玉》淳9～繊，堂9総

懸一く擦導）




